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[お店の ]

和 40 1965 年に 高 市で 業した食品 業にルー を持 。

1 1989 年に、有限 店として した。

同 の は、 23 2011 年の 大 。 により全 の を

けた。 年、 店 で した に、 業から食 店に え。さらに、

26 2014 年に、 を惣菜の 造 に った。そして 和 3 2021 年、 店 「お

かず屋 和笑輪 」を 店さ た。

高 市に した が える場 として てられた 25 2013 年に「み

んなの家」 たが、 店 の は「みんなの家」の 者の とり、 だ。

「みんなの家」は、 築家の が となり、 の で ち れしたス

の 19 を使うなど地域 といっしょに てたことなどが高く 価され チ

ア エン ー 築 の最高 「 子 」を 。 高 の高 移 に い

社 店 -お -
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[店 地] の 303-6

[URL SNS] https://hashikatsu.jp/
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わ ちは である の さを ると に をお る の を

わ ちは の となり地域 ら とされる を
わ ちは で れあい に る とで な を
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一度解体されたが、おかず屋和笑輪の隣に「みんなの家」が移築されている。

[お店の経営ノウハウ]

同店が提供する総菜は、「主婦以上、プロ未満」をコンセプトに、家庭の食卓定番の

「肉詰めピーマン」「ポテトサラダ」「春雨サラダ」など 20 品目以上を取り揃えている。

アンケートを実施し、メニューにニーズ反映。1 年を通して偏りのないように工夫して

いる。価格は、「スーパーより高く、飲食店より安く」を掲げる。

子供たちの健康も考え、地元農業者と契約した野菜、減農薬米を直接仕入れる。ま

た、魚は大船渡市場水揚げの魚を仕入れている。ほか、地元の醸造元のしょう油を使っ

ている。

同店の最大の特長は、地域ミッションとして地域内循環を目指していることだ。

お客には、「マイタッパー、エコバック」の持参を呼びかけ、脱プラスチックを実践。

またニンジンの皮なども惣菜に使う、揚げ油はバイオディーゼル燃料にするなどフー

ドロスに取り組んでいる。こうした活動は個店に限らず、地域の飲食店で年間使用す

る食材の量を生産者と共有し、その全量を地域で買い取り使い切ることを目標に域全

体での循環を実践している。

20 種類以上並ぶメニューは日替わりである。

左：容器を持ち込みのお願いの他、残渣ゼロなど店と地域でフードロスに取り組む。

右：店内には本日のメニューが掲げられ、ホームページでは生産者が紹介されている。

－ 8 －
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